
備蓄放出と中国需要不安で調整売り優勢
NY原油先物相場は、1バレル＝98ドル台前半まで下落する展開になった。国際エネルギー機関（IEA）

が1億2,000万バレルの石油備蓄の共同放出で合意したことが嫌気されている。また、中国で新型コロ

ナウイルスの感染拡大が深刻化していることもネガティブ。ロシア産の供給不安で押し目買いが入る場

面も見られたが、100ドルの節目を完全に下抜いており、3月15日以来の安値を更新した。

IEAは4月1日に石油備蓄の共同放出で合意していたが、7日に国別の割り振りも決まった。3月1日にも

6,000万バレルの備蓄放出が合意されているため、これで合計1億8,000万バレルの規模に達している。

一時的な備蓄放出に原油需給・価格環境の安定化を促す効果があるのかは議論が割れているが、いずれ

にしても過去最大規模の備蓄放出で短期的な需給ショック相殺を目指す動きが活発化していることが、

期近限月の上値を圧迫した。ただ、期先限月では中長期的な需給ひっ迫見通しの織り込みが続いており、

底固く推移している。限月間で地合の違いが顕著になった。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（4月1日時点）は、原油が前週比242万バレル増、ガソ

リンが204万バレル減、石油精製品が77万バレル増となった。
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【現状確認】
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中国のコロナ感染状況に要注意も、需給ひっ迫で底固さを再確認
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【展望】

中国の新型コロナウイルスの感染拡大が続いているが、国際

原油需給ひっ迫見通しに変化はなく、徐々に下値を固める展

開になろう。ロシア軍がウクライナの民間人を「大量虐殺」

した疑いから国際世論は一段と強い対ロシア制裁を求めてお

り、欧州ではロシア産原油調達量を早期になくすための取り

組みが活発化している。天然ガスに関してはロシア産依存度

を早急に低下させることが難しいため、石炭と原油のロシア

産輸入を先行して止めことで、ロシアの戦費調達にダメージ

を与えることが目指されている。

ロシア通貨ルーブルが急伸していることで、対ロシア制裁が

十分に機能していないとの見方もあるが、少なくとも米国や

カナダはロシア産原油に対して禁輸措置を導入しており、欧

州も年内には大部分の輸入が止まる見通し。そのロシア産の

代替供給の見通しが立たないのであれば、原油高で増産や需

要抑制を促す必要性が維持される。

中国では、上海市でロックダウン（都市封鎖）を導入したも

のの、十分な効果をあげることができていない。ロックダウ

ンの長期化や他都市への広がりがみられると、輸送用エネル

ギー需要に大きなダメージが生じる可能性がある。ただ、現

状では中国以外の主要国は「ゼロ・コロナ」政策を採用して

おらず、国際原油需要環境・見通しに対する影響は限定され

よう。従来通りに、新型コロナウイルスの感染拡大で売られ

た局面では、物色妙味が維持される。支持線95.00ドル、

90.00ドルでの下げ止まりの有無が打診される見通し。

12日には石油輸出国機構（OPEC）、13日にはIEAの月報が

発表されることがイベントリスクになる。
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